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　はじめに

カワアナゴ科カワアナゴ属魚類（Eleotridae: 

Eleotris）は，日本国内からカワアナゴ E. oxyce-

phala Temminck and Schlegel, 1845，オカメハゼ E. 

melanosoma Bleeker, 1853，チチブモドキ E. acan-

thopoma Bleeker, 1853，テンジクカワアナゴ E. 

fusca (Forster, 1801)の 4種が知られている（鈴木・

渋川，2004）．そのうち，チチブモドキはカワア

ナゴ属魚類のうち最も生息域が広く，陸水の渓流

域を除くいたるところに生息し，淡水の影響があ

ると思われる岩礁性のタイドプールにも出現する

（岩田，2001；鈴木・渋川，2004）．また，仔魚は

降海することが知られている（木村，2009）．

松沼ほか（2012）では鹿児島県与論島において，

汽水域を含める島内の陸水域から 10科 15種の魚

類を報告したが，チチブモドキは含まれていない．

また，チチブモドキは鹿児島以南の島嶼では屋久

島，喜界島，奄美大島，徳之島，沖縄島，石垣島，

小浜島，西表島から記録されているが（岡田・青

柳，1941；明仁，1967；林・伊藤，1978；林ほか，

1992），与論島から記録はない．

2012年 8月 15日に与論島茶花の水路から 7個

体のチチブモドキが採集された．これらの標本は，

与論島における本種の標本に基づく初めての記録

であるため，ここに記載し報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)

にしたがった．標準体長は体長と表記した．計測

はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，

計測値は体長に対する百分率で示した．胸鰭条数

は左体側のものを計数した．生鮮時のチチブモド

キの体色の記載は，KAUM–I. 47984, 47985の生

鮮時のカラー写真に基づく．本報告に用いた標本

は， 鹿 児 島 大 学 総 合 研 究 博 物 館（KAUM: 

Kagoshima University Museum）に保管されており，

標本のカラー写真は同館の画像データベースに登

録されている．

　結果と考察

Eleotris acanthopoma Bleeker, 1853

チチブモドキ（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 47979，体長 38.0 mm，KAUM 

–I. 47980，体長 46.7 mm，KAUM–I. 47981，体長

49.5 mm，KAUM–I. 47982，体長 38.8 mm，KAUM 

–I. 47983，体長 65.0 mm，KAUM–I. 47984，体長

32.0 mm，KAUM–I. 47985，体長 81.4 mm，鹿児

島県与論町茶花の水路下流（27°04′08″N, 128°41′ 

01″E），2012年 8月 15日，水深 0.2 m，タモ網，

松浦啓一・岩坪洸樹・中村千愛．

記載　背鰭 VI-I, 8；臀鰭 I, 8；胸鰭 16–17；腹

鰭 I, 5．体各部の体長に対する割合（%）は以下

の通り：頭長 31.2–33.8 （平均 33.1）；胸鰭基部で

の体高 20.8–22.5（21.4）；胸鰭基部での体幅 20.0–
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両眼間隔 7.5–11.2（9.5）；上顎長 11.6–14.4（12.7）；

第 1背鰭基底長 15.2–18.6（16.6）；第 2背鰭基底

長 15.2–17.3（16.4）；臀鰭基底長 13.1–15.8（14.5）；

尾柄長 21.0–25.8（24.2）；尾柄高 12.1–13.5（13.0）．

体部は細長く，円筒形．頭部はやや縦扁する．

前鼻孔後端から後鼻孔後端まで無鱗．鰓蓋部の上

下の孔器列は後方で途切れる．頬の横列孔器列の

4列目のみが縦列孔器列を超える．前鰓蓋皮下に

埋没した棘がある．下顎はよく発達し，下顎先端

は吻端より突出する．眼は頭部背面に位置する．

口は大きく，体長 81.4 mmの個体では上顎後端

が眼中央直下を超える．頭部と体側の鱗は円鱗．

腹鰭は左右に分かれる．腹鰭始部は胸鰭基底直下

に位置する．背鰭は 2基ある．第 1背鰭基底，第

2背鰭基底および臀鰭基底はそれぞれ同程度に長

い．臀鰭始部は第 2背鰭第 1軟条直下に位置する．

胸鰭の後端は背鰭基底後端に達する．尾鰭後端は

丸い．

色彩　生鮮時の色彩—体は薄褐色または暗褐

色で，胸鰭基底と尾鰭基底に黒色斑がある．第 1

背鰭は透明で，2本の黒色縦帯がある．体長 32.0 

mmの個体は，第 2背鰭と臀鰭は透明で，4本の

黒色縦帯がある．尾鰭は透明で，褐色斑が密に散

在する．胸鰭は透明で，腹鰭は半透明．体長 81.4 

mmの個体は，第 2背鰭と臀鰭は暗褐色で，白色

で縁取られる．尾鰭は暗褐色．胸鰭は半透明で，

腹鰭は黄色がかった褐色．

固定後の色彩—薄褐色は灰白色，褐色と黄色

がかった褐色は灰色，暗褐色は黒色へそれぞれ退

色するほかは，生鮮時とほぼ同様．

分布　インド・太平洋に散在的に広く分布す

る（ 岩 田，2001； 鈴 木・ 渋 川，2004； 松 沢，

2011；明仁ほか，2013）．国内では伊豆諸島，小

笠原諸島，千葉県以南の太平洋沿岸～九州，五島

列島，上甑島，大隅諸島，琉球列島に分布する（岡

田・青柳，1941；明仁，1967；吉野ほか，1975；林・

伊藤，1978；林ほか，1992；岩田，2001；鈴木・

渋川，2004；木村，2009；松沢，2011；明仁ほか，

Fig. 1. Fresh specimens of Eleotris acanthopoma from Yoron-jima Island, Kagoshima Prefecture, Japan (A, KAUM–I. 47984, 32.0 mm SL; B, 
KAUM–I. 47985, 81.4 mm SL).
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2013）．

備考　本標本は，体側に側線がないこと，背

鰭が 2基あること，第 1背鰭が 6棘であること，

両眼間隔域に鋸歯がないこと，鰓蓋部の上下の孔

器列は後方で途切れること，前鰓蓋皮下に埋没し

た棘があること，頬の横列孔器列の 4列目のみが

縦列孔器列を超えること，胸鰭軟条の上縁は遊離

しないこと，腹鰭が左右に分かれること，明色時

に頭腹面に白色斑がないことなどからチチブモド

キ E. acanthopomaと同定された．

本種は与論島において茶花の水路の下流部で

みられ，散在する転石の下に単独で生息している

ことが観察された．同所は，底質がコンクリート

で，水深は 0.2–0.3 mであった．

なお，チチブモドキ E. acanthopomaとオカメ

ハゼ E. melanosomaは，明仁（1967）による報告

まで混同されていた．松原（1955）は E. melano-

somaに和名オカメハゼを用いたが，中村（1963）

は E. melanosomaに適用する和名をチチブモドキ

とした．しかし，明仁（1967）は，日本産カワア

ナゴ科魚類の形態比較および和名の検討を行い，

E. melanosomaに和名オカメハゼ，E. acanthopoma

に和名チチブモドキをそれぞれ適用した．
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